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研究概要

研究トピック

決定ダイアグラムに基づく最適化問題の拡張定式化(ongoing)

多様なオンライン意思決定問題に対する理論と基盤技術(ongoing)

バンディット手法の通信工学への応用（Hashima）

マルチインスタンス学習(末廣)

𝜌𝜌 -insentitive損失に対するブースティングに基づく回帰手法

オンライン組合せ最適化におけるメタラウンディングの改良

バンディット手法の通信工学への応用(Hashima)

𝜌𝜌-insentitive損失に対するブースティングに基づく回帰手法

発表成果（抜粋）

オンライン組合せ最適化におけるメタラウンディングの改良(2) 

𝜌𝜌-insentitive損失に対するブースティングに基づく回帰手法(2)

マルチインスタンス学習（末廣）

本アプローチ：離散/オフライン/オンライン/バンディット最適化に基づく
系統的な方法論

成果例：圧縮データ上での機械学習・最適化 [TCS 20][COCOON 23]
キーアイデア：圧縮によるデータの構造化＋オンライン最適化・拡張定式化
省スペース性：データを圧縮したまま最適化 
位置づけ：従来圧縮型手法で解けなかった最適化問題の解決

展望：離散データ上の簡潔表現に基づく最適化理論の確立

動機：大規模データの多くは離散的である一方，
離散的構造や冗長性を利用した最適化手法は乏しい
例：材料科学における化合物，DNA配列，圧縮データ…

目標：離散的・構造的な性質を利用した最適化・予測問題に対するアルゴリズム
ボトルネック：簡潔データ構造・データ圧縮研究と最適化研究の融合
現状：前者は検索や列挙に特化，後者は前者を十分活用できていない
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オンライン組合せ最適化におけるメタラウンディングの改良

シミュレーションから実環境へのアプローチ

自動運転車のソフトウェアOTA（over-the-air）更新

Learning from Label Proportion（LLP）：個々のデータがインスタンスの集合
（バッグ）で与えられるようなマルチインスタンスデータに対し，バッグ内に
含まれるインスタンスのクラスの割合のみが与えられる問題．
背景：医療画像のWSI（Whole Slide Image）など，バッグサイズ（インスタン
ス数）が多い場合，バッグ内に含まれるインスタンスをすべて入力とすると膨
大なメモリを必要とするため，バッグ内からランダムにサンプリングして学習
に用いる方法が慣習的に行われている．一方で，サンプリングした場合とサン
プリングしない場合ではクラス割合が一般に異なる．
本研究：超幾何分布を使うことで理論的にサンプリングしたデータのクラス割
合を推定，適当に摂動させ学習するアルゴリズムを提案．
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